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今 回 :ま 、一 か ら三年 生 まで の 「進 路 学習 」 の流 れ を説 明 します。
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(「 2015 中学 生選 と進路  福 島県販  1年 」 よ り )
一 年 生 で は 、 自分 の進 路 を考 え るた め に、 1国 性 や学 ぶ こ と、働 くこ と、人 との 関わ

りな ど :こ つ tゝ て理解 す る ことを学習 して いきます 。

さ ら :こ 、 二年 生 で は将来 iこ つ しヽ ての意 識 を深 峰 、 轟分 ら しい生 き方 を考 え る時期 :こ

な ります。

最 終 学年 で あ る三年 生 で 1ま 、生 き方 へ 織 色覚 を深 め 、中学 校 卒 業後 や将 来 への 目標

を持 つ よう iこ 学 ん で い き ます 。

三年 間 を見通 した とき に この よ うに進 路 学 習 が進 ん で しヽ き ます 。学 習 の流 れ が わ か

つて しヽ る と、 生徒 の皆 さ ん も 轟的意識 を持 ちや す く、学 習効 果 も上 が って い くと思 い

ます 。

もち ろん 、一 人一 人 の段 階 :こ 応 びて振 り返 つた り支 援 した リア ドバ イス して参 りま

す。

理 食 iま 科 学 の 発 達 に よ り高 度 に情 報 化 され た 時 代 で す の で 、「進 路 」 につ い て も変

化 が大 変 激 しくな って しヽ ます 。

時代 の変 化 に対 応 す る ため 、受験 の システ ム で あ って も毎年 調 整 され た り大 き く改

革 され た り します。
だ か ら、 正 し 毎ヽ精 薮 を 「 と らえ」、「理 解 す る」 力 が 生 徒 に も教 纏 :こ も保 護 者 の方
々 :こ も求め られ ます。

進 路 を決 める上 で、危 険 な 母 ξま「又 聞 き」です。「～ ～ さんが大 丈 夫 と言 つて しヽ た』
とか 、「～ ～ と～ ～ さ ん が 蒔 しヽ て き た 。」 とい う不 確 か な情 報 は 、 FBI違 つて しヽ る こ と

もあ ります 。必 ず 、自分 で資 料 や情報 を確 認 して くださ しヽ 。

図 書 室 に :ま た くさん の情報 が収蔵 され て い ます。 ぜ ひ、昼休 みや放 課後 の 開館 して
いる時 間 :こ 行 つてみ ま しょう。 さ まざ まな ことを知 る ことが で き ます。

どの本 を読 勢 ば良 しヽ か わか らな しヽ時 に は、是 非 、学 校 司書 の遠 藤先 生 に聞 いてみ ま

しよう !霙 昧 :こ あ った本 をア ドバ イス して くれ ます 。
イ ン ター ネ ッ トを活 用 した情報 収 集 :よ 、下記 の HPを ご活 用 いた だ くと参 考 にな る
と思 い ます。
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